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セレクション No.43

　エジプトが原産地でクレオパトラも

好んで食べていたといわれる野菜の王

様「モロヘイヤ」。

　農事組合法人伊賀町モロヘイヤ生産

組合（当初は有志グループ）では、米

価低迷、減反政策など、農業を取り巻

く環境が悪化する中、減反田を使った

村おこし事業としてモロヘイヤの栽培

を始めました。 生葉の販売から始め、

茎や葉の粉末化やクッキーなどの加工

品の販売に取り組み、現在では、粉末、

モロつぶ、クッキー、おかき、かたやき、

餅などのモロヘイヤ製品を取り扱って

います。 有機栽培・無農薬で栽培さ

れた安心・安全なモロヘイヤが、皆さ

んの健やかな人生のお供になることを

信じ、栽培・販売にこれからも取り組

んでいきたいと思います。

　良質な伊賀産モロヘイヤの葉と茎を乾燥させ、パウダー状にした風味豊
かな粉末タイプのモロヘイヤです。
　天ぷら、お好み焼き、ハンバーグ、カレーなどいつもの料理に加えたり、
野菜嫌いの子どもでもホットケーキやドーナツの生地、ヨーグルトや牛乳
に混ぜて、おやつとして食べることもでき、気軽に不足がちな栄養素が補
えます。モロヘイヤはカルシウムやβ

ベータ

カロチン、水溶性植物繊維、カリウ
ム、ビタミン類など、日本のどの野菜と比較しても劣らない素晴らしい栄
養分を含んでいます。

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

モロヘイヤ生産者の皆さん

モロヘイヤ粉末
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コラム

　大げさな話をすると私は本に「救われた」ことが

あります。

　1980 年代、テレビでは「ノストラダムスの大予

言」を特集した番組が何度も放送されていました。

子どもだった私は「1999 年に世界が滅亡する」と

いう話を信じ、不安を感じていました。

　しかし、大人になり「ノストラダムスの大予言」

を検証した本を読み、その不安は消えました。その

本には予言はこじつけた解釈がされており、ブーム

の大元は虚構や創作が含まれた小説だと書かれて

いたのです。「なーんだ嘘だったのかー」検証され

た正しい情報に私は「救われた」のです。そして、

同時に誤った情報を信じてしまう怖さに気がつきま

した。

　このような誤った情報を信じてしまうことは人の

心を傷つけることに繋がると思います。コロナ禍で

は誤った情報が不安をあおり、それを鵜
う

呑
の

みにした

人が感染者や医療従事者、そしてその家族の心を傷

つける差別を引き起こしました。

　人の心を傷つけたり、差別を引き起こす誤った情

報に対処するには、事実や歴史を学び、正しい知識

と理解を持って正しい情報を選び取ることが必要だ

と思います。

　特に子どもは「ノストラダムスの大予言」のよう

な非現実的なことも信じてしまいます。世の中には

感情をあおるために事実を意図的に隠して誤解を与

えようとする情報もあります。偏見や差別をなくし

ていくためにも、誤った情報に惑わされることなく

正しい情報を手に入れましょう。

　図書館にはたくさんの本があり、人権週間には人

権について特集もしています。正しい情報を選び取

る力を身につけるために、図書館などを利用しなが

ら、一人ひとりが学び接することが大切ではないで

しょうか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

「正しい情報」が世界を救う　　－上野図書館－

◆ミュージアム青山讃
う た の い え

頌舎ってどんな施設？

　別府の地震除災で有名な大村神社に隣接した美術

作品などの展示専用施設です。

　建物は、青山の風景をこよなく愛した水墨画家・ 

穐
あき

月
づき

 明
あきら

（1929 ー 2017）により建てられ、没後、

市に寄贈されました。

　展示室は、露出展示の落ち着いた雰囲気でゆった

りと作品を鑑賞いただけます。また、併設している

茶室は本格的な茶事ができ、借りることも見学もで

きます。

　ちなみに「青山讃頌舎」という名前は、地名の青

山とその豊かな山河を称え本人が命名したものです。

　ここでは年間を通して穐月作品の展示のほか、伊

賀市ゆかりの作家の企画展などを開催しています。

　芸術の秋、ぜひご来館いただき心豊かなひととき

をお過ごしください。

◆通常展「流
な が れ の う た

水頌歌～穐月明最後の思い～」開催中

　12 月 25 日㈪まで

※詳しくは 26 ページをご覧ください。

【問い合わせ】

○美術博物館建設準備室　☎  41-0400　℻  22-9694
○伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎　☎ 52-2100だより

展示室外観
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